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中古文学展

一平安朝の和歌と物語一

5.12仕）～6.10（日）

日本の文学史上 「 •1 ：古」と H千ばれる平安時代は、延暦1 3年（ 794 ）のfil武天皇による平安巡高IIにはじまり、建

久13年(lJ 92 ）、 ilf,i 車！j（ ~Olが鎌倉に ~M.f を IJfl くまでの約 400年間l をさしている 。 政治的には、藤原氏による烈｜剥政

if； が，＇ l\JJl. し、院政JUI を統て武家政怖のH与代へと移行する H寺代であり、文化史上では、中国文化の）j（~粋を脱して、

日本~1~ 「！の文化が誕生し、発反した ll~i代にあたる 。 とくに、文学においては、仮名文字の発生により、 j英文に

よらない日本訟の文学＝ Iii文学 （和歌 ・ 物語 ・ 日記 ・ ｜抱2n：ーなど）が続出し、平安時代•N~l (10世紀一11世紀）

には、まれにみる王？Jl女流文学の全雌JUIをもたらした。

今 1111 の展示は、占。l~の宝hH として知られる蓬左文l!fi.が、平安H年代の文学を利：P、と物語を r! I心に、ノド文hH所蔵
の，1，万本 －前刊本によ って概観しようとするものである。
平安時代の文学を特徴づけるものの一つに仮名文字の発生を挙げるとしても、仮名文字がj英字のfl＼＇（仮 ）文字

としてではなく、日本誌をそのまま表記できる同字として普及するのは、 9世紀も半（；）.＇以降のことである 。平

安II年代初期の文学の主役は、 j兆詩文であり、とくに三車！)J撚集（「俊芸新集」「文議秀随柴」「経｜到＊」）が成った9

世紀1ili半［立、泌詩文の全＂＇＊－時代て があった。その後、 i災

詩文は、｛反名文学に主役の座を，j良ってからも、 i'i:}j~；官

僚のlE統的教義としての地位を保ち、 10世紀以降の有

名：政人、女流作家全雌の・／＇f:)誌には、泌詩文の伝統が生

きていたのである。

「 ：＇•今和歌集」が淡詩文に代わ っ て、中！)J撲の和歌集と

して、’I主延社会の表｝.＂（ ：f；にit）；易したのは、醍醐天皇の

延｝＇｛： 5年（905）である。 「 Jj~従集」以降、淡詩文全盛

の1:1て＼恋愛生前やl'X:孫的な世界の.＿，，で生きていた和

歌は、イ1:1京業平 ・小野小lllTなと’六歌仙i1；￥訟の時代を経

て、 「，1，今和歌集」によ って、公的な地位を彼併する二

とになった。その後、 「後際平II歌集」 「姶i岩手II歌集」と、

1 世紀の 1:11 に 「三代集」と総~f1 ；、される三つの中!JJt央集が

制~i1 され、 tllli伏は、 i'i:Jj先の日常生i円の，，，て’、風邪i：な対
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'1'.i＇家文革（江戸初期 i写）
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訴としてまでJIJし、らtLるようになっていった。

「三代uむにつづく ll世紀は、 ten：を：，，心とした｜：
•:VJ文去がl LJ 熱J~j を迎えて、手11::fJ.: むまた；；伏会・；秋子？と、

1与廷の社交の坊で＇11＼やかにI.N'.I制した。「J合法手II；；伏見4」

から80年を終て制纂された勅挑集「後拾j立fll歌集」

は、この 1:•:VJ文化の ，，， で’＇＂·まれた f11 ：：仏を集大成する

役；lflj を~：たしている 。 これにつづく約 1 .，止紀におよ

ぶ院政WJには、 「イt.%fll；；伏見i」「洞化和歌集」「千・l&fll

歌集」 と、 三つの中tJJJ1~U£ が：I~ まれるが、この li\J 、手II

；：欽は、 呼l"l化、 技J'jf ヒの｛ぜt1l1j を 1~1め、 「$1i"11i今f11::1J.:

Mむ のII年代へと移っていく のである。

「ilf,［氏物，t;f」は、物；m：立；’＇｛：を ft」ーするだけではな く、
H -1~の 11i 典文’下の lb)・，：＇：j山手というにふさわしい作品で

ある。そのり.°'1＇は 、鎌t'f"ll.¥'fにの’＇｛：.（＇，・ilf,［光fj・ . .i'Jl 1 j" ,l'Jl 

fーが二代にわたって校合したがI内本系 （父fーの’l刊波r,r i11r11、r・i：」によ ってそうH乎ばれる）と、；：弘人Iii長If,（／主家の
校イャによる「i表紙本系 （J.E家の所持－＇！＇の表紙の色からそう呼ばれる ）の二大系統に分かれ、さらに少数の別本

系のものも存イ1する 。 本文，，，，は、 「 ilf,［氏物訴」のj~/il；としても知l られ。 北条’夫II年！’ I""1）＇.の！足。I｝：をもっ.FJ!.{!: 11,( 11 jのドif

1人J-1-:（余沢文J;F-'!qを＂＂11必lに、 iJLJ.f"f(のー11J：表紙本 （元本）と、｜凡If棋の端本を所j泌し、そのti＝：釈－，＇｝＇・研究， I｝：も多い

今1111は、 11i：表紙本の，，，からそれぞれ越さを終にした俊夫な納入り本二附 （本lllJ時ft''I・ Jく正 8 年刀 ） と、公 1，~：

な装中rJ'iによる江戸fJjj聞の＇＇I-1＇に 1111 え、 !t;M 本らがら、 .（.：~家 （J.E家のLi(-) ""1）＇.と｛ぷえられる「たけii1f」をは じめ、剣t

t:u与代の三純の，1;'.LI-1＇、さらに、 ti；釈－，＇｝＇としては初期に以する 「IJ;(1!1 11,(f.必紗」（制行lりI~緋主 〔化山院長級〕

l’l市本）を）J(,1；する。

「似氏物吉｛f」成立以riliの物Mf文’＇｛：（こは、 「竹l[Y.物新」「ツと総物，!If」「j品作物，jf；」なと’のfl.;｛，）・物訪と、 「伊勢物，；ff」

「大fll物語」「‘JCf111物Mf」なと’の；秋物郊のニ系統があった。ストーリ一俊光の1ム合物語に、；；弘；物.if；の打引

わリ、さらに h1l'~＇i ( Kι｜ 

したといわtLている。このうち 「伊勢物語」は、も っとも広くがしまれ、’＇I°'1' c7)数む多し、。今lull立、〉主家本 ・武
川本なと’三Hi.の：’J：小；をそろえた。また、 「宅組！物Mf」は、 161li縦三111：制誠の.iF.:H_~Jj· fの｜｜｜必，I｝：で、全文に米のもj

,1)'c:.'.i：カCほどこさjLている。

「 ilJj［氏物約」 以降も、 「伏衣」 など、いくつかの「！？ヱ リ物~ff」 が’I~ まれ、いずれも 「似氏」 の；j（~ i1.：＜を色 it~ ＜受

けていたが、 ＇l'l. ：，（ともに 「ilf,［氏」を超えるものは、 .fJlわれなかった。そして、これにかわって後場したのが
「栄 I作物諦」 「大鋭」「今3むなどの「康弘：物.m」 であり 、 さらには、 J.rf:K~I：： ・地 ｝j·~tゆたかな大説df;fu 「今作物

祈!.IS」がIL¥て、 王将lJに’下の災
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企源氏物語（紹巴本・天正8年写）

‘おち〈ぽ物語（江戸中m1写）
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「中古文学展」出 品目録

〈物語・日記〉

1 竹取物語 室町末JUI写 1 lilt 

2 伊勢物話 定家本 室町時代写 ;ti祇校本 lll!J-

3 府l 天柄本 室町H寺代写

（伝絞木i)-;i前1"1!) 1附

4. [ii] 武凹本 江戸宇JJJUI写

li.色料祇本 lll!J-

5 大倭物語 1りl応5年写

「1卸本J r: ri ~c 2 fltt 

6 空総物語〔宇津保物語〕 江戸初JUI写

徳川新子 （情珠院） 1111~主 201階

( 7 附物語 江戸rjJJY同 4巻411!J-

8 ~~~ 衣 if<.応3年刊絵入ノド 山L~徳平旧蔵

9 今昔物諾Jt

4巻下紐 －系図・臼H｛十1巻16fflt

江戸初JUJ2j'.

31巻 （巻8・18・23欠）28flサ

10.大鋭 〔世継物語〕 室町時代Tj'.

「御_.j；：」印記」 3 flサ

11.今鋭 〔絞世継〕 室町時代：G

「御本」正ll記 10巻IOU世

12.土佐日記 妙N院本 紀n之江戸初JUI写
Jtかな本 「i卸本」印記 lll!J-

〈源氏物語とその注釈書〉

13. ii！，［氏物語 w表紙本室町I末期写

14. [fij 

15. 同

16. I司

17. 向

18. Jal 

（｛云i＇＼放縦£等谷 fr,':=) 三条西家本

l司 天正8王手'fi'.

54巻目録2巻56fl!J-

甑1巻1制l

(fil村総E:'.等書子合， 1~： ・知巳 l'l"i＇＇奥山）

同 江戸初JUJ2j'.

54~系厄1 1 巻55lllJ­

極2通

（伝八白－良純税ニE1'1¥) 54巻54fllt

（紙風） 鎌念時代写

（伝越古JI局1'1¥) 11叶

（たけ伊I) 鎌合時代写

（伝脱原為家i1¥) lll!J-

（十字・Ji!・) 鎌合i時代写

（伝必！ポ為家々 i¥) lll!J-

19. 1点 l~l-J1i(:;f必紗 111:i;先緋芸 （：ff.山院長税）制

室町I初JUI：与 （1~1 1°1t本） lll!J-

20.光ii！，［氏系図 長平本室町時代写 lll!J-

〈和歌〉

21.古今和歌集 紀n之さ手側 老町時代写 20巻 1fl仕
22. [ii] 向 康正3年写

巻11-20 IO巻lll!J-

23. 同 同 室町時代'loj'.

i'.＼応本 （ifrU本校言T)

巻11-20 10巻 11冊

24.古今和歌-ItIHI =.l:= 釈 宗祇 室町時代写

25.拾遺和歌集

26.金業和歌集

27.詞花和歌集

28.八代柴

29.三十六人家集

く漢詩文〉

30.経悶集

31. 作家文小

駿伊I御J興本 2 flサ

文UJ.J2年写 （東’1；＼・＊・止奥山）

20巻 lll!J-

ilfi（｛変車Ji縦 江戸初JUJTj'. 10巻 llllt

藤原~Jifill編慶長7年1f

悶安家IEI蔵 10巻 lll!J-

江戸中JUI写 140巻14PIJ-

d長原公任編 江戸初JUI写 36巻36fl!J-

良本安世等科司 江戸初JYJ'loj'.

「御本」印記残欠6巻 6flit 

作J点i邑;J'f 江戸f!JJUI：写

角fr平次献本 121.!; 5 flit 

32. '°1'M無題詩 江戸初期！写

「御本」印記 10巻3flサ

33. 本拶i文粋 脱原明衡細江戸 rJ•JUI刊

14巻 （巻 1欠） 6 flit 

34. 本？JJ統文粋 江戸初JUI写

「御本」向l記 13巻6fl!J-

0 
35. 手Lil英郎J詠』~ t草原公任~ 室町l時代Tj'.

（伝二条ゐ箆＂＂ 11)2 :I,.き2flit 

36. 同 向 室町時代'Ij'.

（山崎京鑑2i!) 2巻 2fl甘

次回は

祭礼と風俗資料展

7/2WJ～ 8/19(11) 

- 3 ー



中古文学略年表

f~ 

.¥if I再 13 (794) 

16 (797) 

リ：L fて 5 (814) 

7 (816) 

9 (818) 

13 (822) 

Jミ i長 4 (827) 

ノ・fl: Fil 8 (841) 

13 (846) 

i二布I 4 (888) 

覚、Ji 6 (894) 

品 4持 3 (900) 

，延 ト＇｛－ I (901) 

7 (907) 

14 (914) 

ノ血 、ド 5 (935) 

天使 3 (940) 

ユミ /ff 5 (951) 

天It:～J三十h (957～972) 

』ミ I車 4 (960) 

応布1-Aclll (961-983) 

天疋－，）：延 (978～988) 

Jミ疋 5 (982) 

l長 f~ 2 ¥ 1000) 

見．弘2-4 (1005-1007) 

5-7 (1006～1008) 

1~ flJ 2 (1013) 

3 (1014) 

5 (1016) 

'fl 仁 1 { 1017) 

3 (1019) 

治安 l { 1021) 

)j h 4 (1027) 

l長 JC 1 (1028) 

1~ IC SJ' 11・・ （～1036) 

Wff-'fllt (1037-1045) 
/,Ji τμ 2 (1059) 

3 (1060) 

di If干 ( 1065-1069) 

, 1 ~ t. ｛制片行名）

0紋日本紀 （’i'i''l'f1＇.！.：，且7!;;) 0三教指向~ ( '§£i毎）

0 itl:J.t新総 （小型P't:r~·n

0文栴~lll!m ＜雌！J；（冬怯l等）

0 日本~J. 呉，｛［＇. ｛対政）この年以隊

0続i:EI』t(fミヰ安i止等）

0日本後紀 （藤原t布陣，1:.-1n

0竹l収物拐、このl:j'i以降

o，口ー家三代m（台・家文1;0:をふくむ ・合＇If,〔辺氏）J,￥・進

0 ,1j今和歌集 （紀JT之等）

0 Jニ佐日記 （紀JT之） 0この刷、 1長名Ui派抄 ｛ilt,!ilfi)
0将｜”J,l己

0 1主J先制l：比Jt
0このtri.ii品m物，；ff 0このJill、伊勢物uff

0この頃、宇iitf単物知
0この頃、大fll物約

0このl:j'i、蛸鈴日記

0このtri、拾j立.fll歌集 O.fll以式古111:1,l己

0この頃、紫式部日記 0 源氏物，'!ffー剖＼iil哨i

Oこのヒ点、 .flli染防lぷ!IS（雌原公任）

0この頃、枕1;.:[-（消少納弓）
0和歌卜f4'{l脱退済）
0御堂｜則「l記

0 新4古楽2己（if品目（Iリ11街）- ,Jl 天 ~｛. . ，，匹、JLl:j'i

0この刷、栄イE物JffJE( I二）制 （巻1～30)

0このtri、本初l文粋

0このl:j'i、1'i半の泌党物.m
0このtri、更級臼J己（’ii＇周（），＇：僚女）
0 このl:j'i 、 E長級 •I•納，f物話

延久4-1t~1e 2 ( 1012～108sJ I 0この刷、彼衣物，lft
応 1~ 3 <1086l I 0後始法制歌集 （月帥；（jjfjjま）
党ifi6～ir.Jfi: 2 0092-1101) I 0 この頃、栄化物指紋（下 ） 制 （－ ~40 )

覚的7-l{Jfi:3(1093-1134)1 0このヒ点、大鋭 0このはi以降、｛似品 f.le c大il:!JUJ})

o<'.lm鮮総 （三部為政） 0この刷、 I日楽流行

0このl:j'i以降、 ilf,＼氏物話絵巻

0この可l以降、今什物s話集

0金楽和歌集 （ilf,¥1肘！i)

0このtri以降、本側車－：1文粋

0 この頃、 J•m：和歌集 （ 雌原副i+ili )

1）： 久 4 (1116～） 

JC ノk 2 (1119-) 

保安 l～ (1120～） 

大 di 2 ( 1127) 

｛呆延 6 (1140) 

仁平 l (1151) 

｛足元1～＇fif;I (1156-1159) 

応保2～長'fl.2 (1162～1164) 

仁安 2 (1167) 

'i,（， 応 1 (1169) 

;f; if!: 4 

.J.f 水 1

3 

Oこの頃、本初l無削減

0夜餓縫訓抄 （版原伊行）

0 4たmf絡抄口fi;』t(1主白戸I法息）

(1184) 

< 1180) I 0この頃、今鋭

(1182) I 0千純利歌集 （脱出(1圭成）

参 .Y; 

’I＇安京選 自11

日'J!f’山金剛;t~ o.'i＇ 自IJ主I!

f比fff没

IH・白楽天没

illllifi止防止

i且』＇.£筑紫へ左担 E
l.!f亡，；c

す肱叫e官tし仙
川

L

E

 

手

作

有

A

の

万

峰

、

夫

衆
人

平

五
点

蛍

l
，
｜
’
製

末、 1)4；る

月品目（~主ド己 l首、 I••！彬 r•I＇ 店

界？式古11没 （一説 l毛利5Sp) 
繰If,(辺~m政

II 太政大使

泊’l{.行1a没

この1::1、jjij九年・後三年の役

米、南巡 (1数京 、 ~Itに 1i1iえられる ）

｛単元 ・平if；のlil

.>J"ri'f'ol竜太政大臣

九•， Ji；（是！！ foll 、掲！f(U段挙兵、！日l彬l柑i挙兵

ilf,＼頼朝、鎌倉に公文所 －！日litニ所をffi.< 

（主として久松治一樹「日本文学史年炎Jおよび市古1'i次樹「日本文学年表JIこ拠る．）
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コラム

蓬左文庫の蔵書印

その14. 「III 安）J'.f ぷ·~HI J 」

純比 三 （！IS

J宝lo:文JoHに11（抜ーかかわりをもっ，，・，主，1：：印は、 1lliノ＂＜ IJ・ (No 

17）をも ってはぽ終わったので、 ，w，まからは、 f!l；’川家の
.n見様として11止もj［い紀州家の，4,j)ji文Ioli.について記述した
が、今[!tJは川安他川家とその，，・，主，1::i:llをとりあげる。

Ill公家は、 一杭 .i 11 i· ;Jくの 111,j 家と共に八代~~：＇， I ;: ,'i；討をiJfi[

とするいわゆる 「待II三ljj!ll」の一つで、御三家に次ぐ家十11.j

とさjLた ただし、 ~J,:':j は 1 0Jjイlで、まとま った］i)(.t也は

！りi イ｛ しない。 いずれも；u－•城の北部にある川＇k · i 11 ！·水 ・

一怖の門外に J，；｛倣をもっところから、これらが一般的介

II千び；（， となっているが、本史l：はもちろん徳川である。このうちIll去：家は，＇i;j・；の次 j勺i、武、 一杭家は！日j

じく jJLJf汁、ヲ1・、 i11iノlぐぶは九代将＇1p：家前 （,'f;j・：のKflの次 f司＂（9{-をwとする。なお 「立政の改.., •• ：」で

イ（；（， な在 'I•松平定Lは；j·、武の じリJにあたる

さて、；j、武は土)J少よリ l捻lリl て··H’下、 1~：1 川イ1 : i,:1:1 . tii1J'fil::1らに印Ii・j・；して )j%!!ft~の干11::11\ をよくし、；_u i 

11S0f~ イj数の；明、人であ っ た 。 .；.：；： ~， 1 ~：に 「 Xl;ifo ，？ 」（ あもりごと ） その他多くの：：IU~uがあり 、 したがっ て文’γー

関係の政 ， I ｝：も多か っ たと ｝~I、わ jLる。イi川IIぷ本の，悦次：の一人であった ｜ー11皮汗J,l¥( 11 I J,j-会米）氏は、その

,;f (.l； 「 ！ Wb_:;j·；武」 4 巻を抗わし 、 ’下 ！： It~訂を’立－けたが、それは＇iixll S, ,I ：から ijlQf去にわたる労作で、、1'1ll.'i、

lll'b:・家 U！と川j主不氏）の資本｜を注11・；文Ioli（米；j(11.1・，代）がft（かうていたため、 _IJ伎氏はJ.IO；（ ・11.'.I.＇，の ｜’｜

主からたびたび11「iの本文J.jo'を訪jLてぷi代［こ＇， ＇／念され、店、なども多少のお下（.l;＼，、をした党えがある

その11.'iの資料は、まもなく ｜｜｜五：’ぶに返納されたが、これより先き、 l·iJ'~＜：1111似の 「制化和歌集」 「粉ft包

巧」など3、4市｜；ヵ、本文；J.j(に人っておリ、それらに 「Il!'b_"·J(.f ぷ必 1: 1i」の朱 1: 1i 記が比える 。「工·~·~H うん

だい）」の「ぷ（うん）」 は虫除けの作1),・,':j ＼，、決 •＇，＂：のことで、当川 i~Vi：のぷ （ げし、 ） とは立l味カ、ちカ、ぅ

,1；くは奈良11.'i代の！滋，I｝：＇：ぶィi卜J七i1iJuJ（し、そのかみ ・やかつぐ）がl’｜家の，1n,Fをよ村1・（うんてい）と粉、し

てこれを公｜刷、わがいー｜における｜χlh航の初めとされたことはよく知｜られており、 iミ必もまた，I｝：本 ・火；

Ioliを，ffi川、している。このl'.llは、たて ・よこ

JI＜に53mmの｝j形印であるが、」lJlイI：するかい

なか、また村ti{などもlリ！らかでない。なお、

I ll'b:・家の資本：｜には「川線文JoH」という l:IJ,i己

（.＇.！.＼）もあるが、 1ili記のj泊り、全日l¥j必i、：uし

たため、本文JoliにはJJlイlみられなし、。｜叶家

では 、リ1~ 1;/¥Niには 「 Ill安J(.f:i'べ：五ll 」 、橋の資

本｜には 「！JI/if}文J•l ；」印と使い分けたように

1ff il!IJさjLる。

次lulは、｜言jじく 徳川，悦維のーって＼いわ

ゆる「1~11家門」に位置する越前松平家の税引

正il「越国文庫」について記す予定である。

（元経左文w品1.jfl'研究ru
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出版物 覧
名古屋市経左文庫漢籍分類目録（ s .50年干IJ) 3, 500円 名古屋筆書三編第12巻（s. 56年刊） 3,000円

名古屋市溢左文庫図書分類目録（ s . 51年干IJ) 4, 000円 同 第8巻（s. 57年刊） 3,000円

名古屋市経左文庫古文苫・古絵図目録（ 同 ) 2 500円 同 第16巻（ 向 ) 3' 000円

尾崎久弥コレクション目録第一～三集 同 第19巻（ 同） 3,000円

( s .52～55年干lj)
名古屋；佐世（正編）索引 ・総目録（s .53年干IJ)

名古屋被告続編索引（s .47.f引lj)
名古屋鍛；！，t続編総目録（s .44年干lj)

普本解題図録第一一三集（s .55年再版）
日本の古典〈蓬左文庫図録＞（s. 52年干IJ)

i進左文/!II・i原氏物語図録（s .53年干IJ)

蓬左文庫所蔵古地図復製（s 55～57年刊）

No. 1～No.11 

各 1,500P:J 

2,000円

700円

400円

各 300円

200円

300円

各 1,800円

同 第17巻

一機弁也有全集 中一（s. 58年刊）

同 第4巻

一士林漁i回続編ー （近 刊）

同 9巻

一松；湾樽筆（抄）上（ 同

堀田文庫蔵書目録（s. 58年刊）

蓬左文庫図録（ 同 ） 

蓬左文庫絵葉書＜8枚組〉（ 伺
0 

3,000円

3,000円

3,000円

500円

1, 500円

300円

御本印型書鎮（ 同 ) 1, 000円

＊以上の出版物は、本文／~！事務室において頒布しています。 郵送希訟の｝'jは郵送料が必要て’すので、お問い合

わせ下さい。（ただし、古地図複製は郵送不可）

I> I> b 利用ご案内 <J<J <J 

b開 館時間 午前9II寺30分～午後5時

I>休 館日 毎月ll/i1~I ・節3金ll/1；臼（館内務理1:1)

I>閲 覧

I>展 刀三

(8Bllにjf(なる場合I；！日曜｜閉館、月・火休館1
祝日｜ ｜ 
¥)jBj,i II 月・火休館 I 

年末年始 (12月281オ～ 1J-j 4日）

館内に限＇）、館外貸し出しはいたしません

（閲覧料）普通図作無料

重要図書有料 （1者11350p J) 

随時必『！？の一部をj長示

（特別展を｜徐き入場無料）

b複写サービス 普通図書ーのうち、保存上影響のない

名古屋市蓬左文庫

干461名古屋市東区徳川町1001番地

宮（052)935-2173

（市パス新出来町 北 l伽）
山 口 町 東 500rn 

_±H 

• ,i;パス新出来町

= 

ものについて政与サービスを行いま

す。その他、マイクロフィルムの利

用、写』＇.），：搬；；［~の申請を受け付けます

ので、ご米！。nの」：、ご相談下さい。 圭k松自由ヶ丘

-111，、λm-m木町

「蓬左」第18号 食昭和59年 5JJ12日発行会制柴 ・発行 ：名古屋市経左文庫（東区徳川DITlOOl番地）

会無料 女不定JUl刊行交印刷l：大同印刷lj株式会社（東区泉2-3 -18) 
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